
−　 −150

書 

評土
屋
由
香
『
文
化
冷
戦
と
科
学
技
術
：
ア
メ
リ
カ
の
対
外
情
報
プ
ロ
グ
ラ
ム
と 

ア
ジ
ア
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
２
０
２
１
年
）

高　

 

橋　
　

博　

 

子

は
じ
め
に

冷
戦
を
め
ぐ
る
国
際
関
係
研
究
の
場
合
、
国
家
間
の
関
係
が
中
心

で
、
文
化
や
社
会
運
動
、
さ
ら
に
民
衆
へ
の
視
座
は
軽
視
さ
れ
が
ち

で
あ
る
。
冷
戦
と
文
化
の
相
関
関
係
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
ア
メ
リ

カ
に
お
い
て
は
充
実
し
た
先
行
研
究
が
あ
る
が
、
日
本
に
お
い
て
は

十
分
に
は
検
証
さ
れ
て
い
な
い
。
と
り
わ
け
核
問
題
に
お
い
て
は
、

本
書
で
指
摘
し
て
い
る
通
り
、科
学
史
の
分
野
で
は
蓄
積
が
あ
る
が
、

社
会
的
影
響
を
視
野
に
入
れ
た
研
究
や
、
核
に
よ
る
被
災
者
を
視
野

に
入
れ
た
研
究
は
限
ら
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
で
、
本
書
は
冷
戦
研
究
で
は
中
心
だ
っ
た
米
ソ
冷
戦

だ
け
で
は
な
く
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
と
の
関

係
、
帝
国
主
義
支
配
と
抵
抗
な
ど
に
注
目
し
た
近
年
の
研
究
を
重
視

し
、「
科
学
技
術
史
と
文
化
冷
戦
史
が
相
互
に
重
要
な
要
素
を
共
有
」

す
る
こ
と
に
着
目
し
て
い
る
。
ま
た
「
米
ソ
の
科
学
技
術
的
開
発
競

争
を
背
景
と
す
る
ア
メ
リ
カ
の
対
ア
ジ
ア
政
策
に
焦
点
を
当
て
る
と

い
う
点
で
「
冷
戦
」
の
一
つ
の
重
要
な
側
面
を
扱
う
が
、
同
時
に
そ

れ
ら
の
政
策
が
向
け
ら
れ
た
相
手
国
の
事
情
の
中
に
、
冷
戦
だ
け
で

は
説
明
の
つ
か
な
い
内
発
的
事
情
が
存
在
し
た
こ
と
に
留
意
す
る
」

と
し
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
、
日
本
、
ビ
ル
マ
の
状
況
を
分
析
し
て
い
る
。

国
家
安
全
保
障
会
議
政
策
文
書
の
「
Ｎ
Ｓ
Ｃ
５
５
０
９
」
は
、「
ア

メ
リ
カ
が
持
つ
深
い
道
徳
性
を
他
国
に
伝
え
、
ア
メ
リ
カ
が
、
学
習
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す
る
自
由
、
言
論
の
自
由
、
労
働
の
自
由
、
生
き
る
自
由
、
役
立
つ

自
由
と
い
っ
た
積
極
的
な
自
由
を
含
む
自
由
の
擁
護
者
で
あ
る
こ
と

を
示
す
」
た
め
に
、
自
由
の
擁
護
者
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
の
イ
メ
ー

ジ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
と
、「
ソ
連
の
威
信
と
影
響
力
を
阻
害
」

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
そ
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
た
の
が

１
９
５
３
年
に
発
足
し
た
米
連
邦
政
府
機
関
の
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ａ
（U

nited 

States Inform
ation A

gency[
ア
メ
リ
カ
情
報
庁]

）
で
あ
る
。
本

書
で
は
、
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ａ
の
活
動
に
着
目
し
つ
つ
、「
自
由
の
擁
護
者
」

と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
の
イ
メ
ー
ジ
を
崩
さ
ず
に
、
科
学
文
化
面
で
ア

メ
リ
カ
が
優
位
に
立
つ
た
め
に
行
わ
れ
た
、
文
化
冷
戦
の
工
作
活
動

を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。「
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
」と
呼
ば
せ
な
い
宣
伝
、

「
検
閲
」
と
言
わ
せ
な
い
情
報
工
作
、
そ
し
て
「
国
策
」
で
あ
る
こ

と
を
隠
し
た
「
民
間
団
体
」
の
活
動
を
具
体
的
に
検
証
し
て
い
る
。

本
書
は
第
１
部
で
は
核
と
原
子
力
を
中
心
と
し
た
文
化
冷
戦
に
つ

い
て
、
第
２
部
で
は
そ
の
後
の
対
外
情
報
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
展
開
を
取

り
上
げ
、
地
域
的
に
も
分
野
的
に
も
幅
広
く
論
じ
て
い
る
が
、
本
稿

で
は
第
１
部
の
核
問
題
に
焦
点
を
当
て
検
証
す
る
。

（
１
）
核
を
め
ぐ
る
広
報
政
策

第
１
章
「
文
化
冷
戦
と
原
子
科
学
者
た
ち
―
「
文
化
自
由
会
議
」

と
『
原
子
科
学
者
会
報
』」
は
、
１
９
５
０
年
６
月
に
設
立
さ
れ
た

文
化
自
由
会
議
と
ユ
ー
ジ
ン
・
ラ
ビ
ノ
ウ
ィ
ッ
チ
な
ど
の
亡
命
科
学

者
の
活
動
と
の
関
係
を
検
証
し
て
い
る
。

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
の
一
翼
を
担
っ
た
シ
カ
ゴ
大
学
「
冶
金
研
究

所
」
の
科
学
者
た
ち
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
シ
カ
ゴ
原
子
科
学
者
会

は
、核
の
軍
事
統
制
に
反
対
し
、国
際
管
理
を
提
唱
し
た
。
雑
誌
『
原

子
科
学
者
会
報(Bulletin of the A

tom
ic Scientists)

』を
創
刊
し
、

ラ
ビ
ノ
ウ
ィ
ッ
チ
ら
が
中
心
と
な
り
、
ロ
バ
ー
ト
・
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ

マ
ー
や
レ
オ
・
シ
ラ
ー
ド
な
ど
著
名
な
科
学
者
が
編
集
委
員
に
な
っ

た
。
シ
カ
ゴ
原
子
科
学
者
会
が
１
９
５
９
年
に
水
爆
実
験
や
世
界
政

府
連
邦
運
動
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
分
裂
・
対
立
し
、
解
散
す
る
の

に
対
し
て
、『
原
子
科
学
者
会
報
』
は
１
９
４
９
年
に
独
立
し
、
現

在
も
刊
行
し
て
い
る
。

世
界
平
和
評
議
会
（W

PC: W
orld Peace Council

）
に
対
抗
す

る
形
で
、「
政
治
勢
力
か
ら
の
干
渉
を
受
け
な
い
自
由
な
言
語
・
文

化
活
動
を
守
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
１
９
５
０
年
６
月
26
日
に
発

足
し
た
文
化
自
由
会
議
（CCF: T

he Congress for Cultural 
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Freedom

）
は
、
反
共
的
文
化
・
芸
術
活
動
を
支
援
し
て
お
り
、
そ

の
資
金
は
Ｃ
Ｉ
Ａ
に
負
っ
て
い
た
。
本
書
は
『
原
子
科
学
者
会
報
』

の
科
学
者
た
ち
と
「
文
化
自
由
会
議
」
と
の
関
係
を
詳
細
に
論
じ
、

１
９
５
３
年
７
月
に
開
催
さ
れ
た
「
ハ
ン
ブ
ル
ク
会
議
」
に
討
論
者

と
し
て
参
加
し
た
エ
ド
ワ
ー
ド
・
シ
ル
ズ
と
ラ
ビ
ノ
ウ
ィ
ッ
チ
が
、

Ｃ
Ｉ
Ａ
や
国
務
省
に
と
っ
て
は
適
切
な
人
物
と
見
做
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ラ
ビ
ノ
ウ
ィ
ッ
チ
ら
側
も
軍
の
公

用
機
で
移
動
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
会
議
に
参
加
す
る
な
ど
、
相
互

依
存
関
係
が
あ
っ
た
。
１
９
５
７
年
10
月
の
論
説
で
は
、「
核
兵
器

の
全
廃
は
非
現
実
的
」
と
す
る
一
方
で
、
抑
止
力
、
軍
拡
競
争
を
抑

え
る
な
ど
の
国
際
管
理
、
そ
し
て
民
間
防
衛
計
画
に
力
を
入
れ
る
よ

う
論
じ
て
い
た
と
い
う
。
著
者
は「
ソ
連
も
含
め
た
科
学
交
流
を「
科

学
の
自
由
」
と
呼
ん
で
い
た
１
９
４
０
年
代
か
ら
考
え
る
と
「
自
由
」

の
定
義
は
大
き
く
変
容
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
」
と
指
摘
し
て
い

る
。な

お
、
ラ
ビ
ノ
ウ
ィ
ッ
チ
の
言
説
に
つ
い
て
は
確
か
に
40
年
代
と

50
年
代
の
違
い
は
あ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
自
体

が
軍
事
機
密
計
画
で
あ
り
、
決
し
て
自
由
な
研
究
活
動
が
行
え
る
状

態
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
１
９
４
０
年
代
は
軍
産
官
学
複
合

体
が
進
ん
だ
年
代
で
あ
る
の
で
、
ア
メ
リ
カ
が
自
由
な
科
学
交
流
を

推
進
し
て
き
た
時
代
と
し
て
は
、
１
９
３
０
年
代
に
遡
っ
て
考
え
る

必
要
が
あ
ろ
う
。

第
２
章
「「
フ
ォ
ー
リ
ン
・
ア
ト
ム
ズ
・
フ
ォ
ー
・
ピ
ー
ス
」
と

研
究
用
原
子
炉
の
輸
出
」
で
は
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
、
日
本
、
ビ
ル
マ

へ
の
研
究
用
原
子
炉
の
輸
出
や
技
術
援
助
の
文
化
冷
戦
に
果
た
し
た

役
割
に
つ
い
て
検
証
し
て
い
る
。

日
本
に
お
け
る
原
子
力
の
平
和
利
用
展
や
そ
の
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ａ
と
の
関

係
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
井
川
充
雄
「
原
子
力
平
和
利
用
博
覧
会
と

新
聞
社
」
津
金
澤
聰
廣
編
『
戦
後
日
本
の
メ
デ
ィ 

ア
・
イ
ベ
ン
ト 

一
九
四
五
―
六
〇
年
』(

世
界
思
想
社
、
２
０
０
２
年)

や
、Ran 

Zw
igenberg, Hiroshim

a: The Origins of Global M
em

ory 
Culture

（Cam
bridge U

niversity Press, 2014. 

邦
訳
ラ
ン
・
ツ

ヴ
ァ
イ
ゲ
ン
バ
ー
グ
『
ヒ
ロ
シ
マ
─
─
グ
ロ
ー
バ
ル
な
記
憶
文
化
の

形
成
』
若
尾
祐
司
・
西
井
麻
里
奈
・
髙
橋
優
子
・
竹
本
真
希
子
訳
、

名
古
屋
大
学
出
版
会
、
２
０
２
０
年
）
な
ど
に
よ
っ
て
検
証
さ
れ
て

い
る
が
、
本
書
で
は
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
的
に
展
開
さ
れ
た
同
政

策
を
論
じ
て
い
る
。

Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ａ
の
対
外
情
報
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
原
子
力
の
平
和
利
用
展
」

は
、
原
子
炉
輸
出
の
見
込
み
の
あ
る
国
々
を
中
心
的
に
展
開
さ
れ
た

と
い
う
。「
科
学
技
術
の
も
つ
魅
力
に
よ
っ
て
親
米
政
権
の
「
威
信
」
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を
高
め
た
り
、
科
学
者
の
帰
国
を
促
し
た
り
、
人
的
つ
な
が
り
を
強

化
し
た
り
、
ソ
連
の
接
近
を
牽
制
し
た
り
と
い
う
、
人
の
心
を
動
か

す
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
看
守
で
き
た
」

と
し
、「
原
子
力
技
術
援
助
が
単
な
る
モ
ノ
の
物
理
的
移
転
で
は
な

く
、
知
米
派
の
科
学
者
・
技
術
者
（
あ
る
い
は
政
治
家
・
官
僚
も
）

を
育
て
、
人
々
の
意
識
を
変
え
、
長
期
的
関
係
を
構
築
す
る
た
め
の

文
化
冷
戦
の
武
器
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。

第
３
章
「
原
子
力
の
留
学
生
た
ち
―
ア
ル
ゴ
ン
ヌ
国
際
原
子
力
科

学
技
術
学
校
」
で
は
、
シ
カ
ゴ
郊
外
に
あ
る
ア
ル
ゴ
ン
ヌ
国
立
研
究

所
内
に
設
立
さ
れ
た
「
ア
ル
ゴ
ン
ヌ
国
際
原
子
力
科
学
技
術
学
校
」

を
中
心
に
論
じ
て
い
る
。
同
学
校
で
原
子
力
技
術
を
学
ん
だ
世
界
中

の
若
手
の
技
術
者
や
科
学
者
が
、
帰
国
後
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
原
子
力

行
政
を
に
な
い
、「
科
学
エ
リ
ー
ト
」
と
な
っ
て
い
く
様
を
描
い
て

い
る
。
そ
の
交
流
の
様
子
も
具
体
的
に
論
じ
て
い
る
。
例
え
ば

A
rgonne National Laboratory Bulletin New

s 

と
い
う
毎
月

発
行
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
は
、
卒
業
生
の
母
国
で
の
活
躍
、
同

窓
会
で
の
活
動
な
ど
、
在
籍
時
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
後
の
交
流
な
ど

「
科
学
国
際
主
義
」
を
描
い
て
い
た
。
た
だ
し
ア
メ
リ
カ
側
は
、
留

学
生
の
母
国
と
原
子
力
協
定
を
結
び
米
国
製
原
子
炉
を
輸
出
す
る
こ

と
な
ど
を
目
論
ん
で
い
た
が
、
留
学
生
は
、
ア
メ
リ
カ
だ
け
で
な
く

他
の
国
も
視
野
に
入
れ
て
行
動
し
て
い
た
と
い
う
。
と
は
い
え
、
現

在
も
続
く
原
子
力
の
「
科
学
エ
リ
ー
ト
」
の
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

こ
の
時
代
に
培
わ
れ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
を

経
験
し
た
現
在
、
こ
の
科
学
エ
リ
ー
ト
の
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ

い
て
、
批
判
的
に
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
と
筆
者
は
思
う
。

（
２
）
核
を
め
ぐ
る
情
報
統
制

こ
れ
ま
で
の
章
で
は
核
に
つ
い
て
の
広
報
政
策
を
取
り
上
げ
て
い

た
の
に
対
し
て
、「
第
４
章　

太
平
洋
の
核
実
験
を
め
ぐ
る
逆
説
の

対
外
情
報
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
核
に
つ
い
て
の
情
報
統
制
を
取
り

上
げ
て
い
る
。

１
９
５
４
年
３
月
１
日
の
ビ
キ
ニ
環
礁
で
の
水
爆
実
験
に
よ
る
第

五
福
竜
丸
の
被
災
及
び
漁
業
へ
の
被
害
に
つ
い
て
は
、
１
９
５
５
年

１
月
、
米
側
が
工
作
資
金
か
ら
２
０
０
万
ド
ル
の
見
舞
金
（Ex 

Gratia Paym
ent

）
を
支
払
う
形
で
日
米
両
政
府
は
決
着
さ
せ
た
。

本
章
で
は
、
先
行
研
究
で
は
検
証
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
ビ
キ
ニ
事

件
以
降
の
日
米
間
で
の
補
償
問
題
や
情
報
統
制
に
つ
い
て
、
米
国
務

省
や
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ａ
史
料
、
さ
ら
に
は
日
本
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
史
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料
を
駆
使
し
て
検
証
し
て
い
る
。

著
者
は
、
レ
ッ
ド
・
ウ
ィ
ン
グ
作
戦
後
の
日
本
政
府
・
ア
メ
リ
カ

政
府
内
部
で
の
補
償
問
題
を
め
ぐ
る
意
見
の
違
い
等
を
詳
細
に
検
証

し
て
い
る
。
米
国
が
１
９
５
６
年
に
実
施
し
た
太
平
洋
核
実
験
の

レ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
グ
作
戦
で
は
、
日
本
政
府
は
危
険
区
域
迂
回
の
た
め

に
生
じ
た
損
害
補
償
も
求
め
て
い
た
。国
務
長
官
で
あ
っ
た
ジ
ョ
ン
・

フ
ォ
ス
タ
ー
・
ダ
レ
ス
は
「
核
実
験
が
自
由
世
界
の
利
益
に
か
な
う

も
の
だ
」
と
い
う
説
明
を
広
め
よ
う
と
し
た
が
、
日
本
の
世
論
に
は

受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ａ
が
民
間
会
社
に
委
託
し
た
世

論
調
査
に
よ
る
と
、
過
半
数
が
原
子
力
に
否
定
的
で
、
核
兵
器
の
撤

廃
が
共
産
主
義
国
に
有
利
に
な
る
と
の
回
答
は
９
％
に
対
し
て
、
共

産
主
義
国
に
有
利
に
な
っ
た
と
し
て
も
核
兵
器
は
禁
止
す
べ
き
、
と

答
え
た
の
は
61
％
で
あ
っ
た
。
こ
の
数
字
に
基
づ
い
て
、
ジ
ョ
ン
・

ア
リ
ソ
ン
大
使
は
、
特
に
漁
業
界
へ
の
補
償
の
重
要
性
と
、
米
が
補

償
す
る
こ
と
を
公
に
す
る
こ
と
を
訴
え
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
米
国

は
補
償
問
題
を
解
決
し
な
い
ま
ま
に
、１
９
５
８
年
の
核
実
験
、ハ
ー

ド
タ
ッ
ク
作
戦
を
実
施
す
る
。

「
国
際
地
球
観
測
年
」
の
一
環
と
し
て
海
洋
調
査
を
行
っ
て
い
た

海
上
保
安
庁
の「
拓
洋
」「
さ
つ
ま
」は
、ハ
ー
ド
タ
ッ
ク
作
戦
に
よ
っ

て
被
ば
く
し
、
ラ
バ
ウ
ル
に
寄
港
し
た
。
米
原
子
力
委
員
会
と
海
軍

の
医
療
チ
ー
ム
は
「
放
射
線
量
は
低
く
放
射
線
障
害
を
引
き
起
こ
す

ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
」
と
報
告
し
た
。
８
月
７
日
に
日
本
に
戻
っ
て

か
ら
は
、
海
上
保
安
庁
は
２
人
の
乗
組
員
の
白
血
球
が
異
常
に
低
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
公
に
は
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
当
時

の
報
道
で
は
、
日
本
の
放
射
線
専
門
家
に
よ
る
被
曝
の
影
響
を
軽
視

す
る
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
の
報
道
が
目
立
っ
た
と
い
う
。
そ
の
一
方
で

ア
メ
リ
カ
大
使
館
に
は
そ
の
こ
と
を
伝
え
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
大
使

は
８
月
13
日
に
「
報
道
や
対
立
陣
営
が
こ
の
事
件
を
「
第
二
の
福
竜

丸
事
件
」
に
仕
立
て
」
よ
う
と
し
た
中
で
、
日
本
政
府
が
そ
の
よ
う

に
な
ら
な
い
よ
う
対
処
し
た
こ
と
を
称
え
、「
収
束
し
た
」
と
す
る

電
報
を
国
務
省
に
送
っ
た
と
い
う
。

「
拓
洋
」「
さ
つ
ま
」
放
射
能
汚
染
事
件
か
ら
約
一
年
後
、
事
件
当

時
33
歳
だ
っ
た
「
拓
洋
」
の
首
席
機
関
士
が
、
急
性
骨
髄
性
白
血
病

で
亡
く
な
っ
た
。
厚
生
省
に
設
け
ら
れ
た
「
原
爆
被
害
者
連
絡
協
議

会
・
医
学
部
会
」
は
放
射
線
量
は
微
量
で
あ
る
の
で
関
連
づ
け
る
こ

と
は
困
難
と
結
論
付
け
た
。
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
は
主
席
機
関
士
の
死

を
報
じ
た
が
、
日
本
政
府
が
米
国
に
賠
償
請
求
を
し
な
い
方
針
は
変

わ
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

な
お
厚
生
省
の
「
原
爆
被
害
者
連
絡
協
議
会
」、
調
査
を
主
導
し

て
い
た
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
の
理
事
、
そ
し
て
予
防
衛
生
研
究
所
の
同
事
件
に
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対
す
る
対
応
は
不
可
解
な
の
だ
が
、
日
米
政
府
と
も
に
同
問
題
が
表

面
化
、
も
し
く
は
長
期
化
す
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
に
尽
力
し
て
い
た

こ
と
と
深
く
繋
が
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
本
書
の
主
軸
は
米
国
政
府
の
冷
戦
文
化
政
策
で
は
あ
る
が
、
な

ぜ
日
本
側
の
科
学
者
が
核
実
験
の
影
響
を
過
小
評
価
し
て
き
た
の
か

に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
検
証
が
必
要
だ
と
思
う
。

本
章
で
は
ま
た
、
第
28
回
衆
議
院
議
員
選
挙
（
１
９
５
８
年
５
月

22
日
投
票
）
の
後
に
核
実
験
を
実
施
し
た
り
、
国
会
で
の
追
及
を
避

け
る
た
め
、
水
面
下
で
日
米
交
渉
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
、
自

民
党
政
権
に
と
っ
て
有
利
な
状
況
を
米
側
が
作
っ
て
い
た
こ
と
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。米
国
へ
の
補
償
請
求
は
国
内
向
け
の「
ジ
ェ
ス
チ
ュ

ア
」
な
の
か
、本
当
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
か
に
つ
い
て
は
、

そ
の
時
々
で
変
化
が
あ
ろ
う
が
、
ア
メ
リ
カ
政
府
も
日
本
政
府
も
と

も
に
、「
第
二
の
ビ
キ
ニ
事
件
」
に
な
ら
な
い
よ
う
工
作
し
て
い
た

こ
と
を
、
米
国
務
省
文
書
と
日
本
外
務
省
文
書
か
ら
検
証
し
た
意
義

は
大
き
い
。

お
わ
り
に

本
書
は
学
術
的
意
義
だ
け
で
な
く
、
核
に
よ
る
被
災
者
の
実
態
を

隠
そ
う
と
し
た
国
家
に
よ
る
情
報
統
制
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
の

で
、
社
会
的
な
意
義
が
あ
る
。
本
書
に
て
、
米
政
府
が
何
を
広
報
し
、

何
を
隠
そ
う
と
し
て
き
た
の
か
、
ア
ジ
ア
の
国
々
や
人
々
が
、
ど
の

よ
う
な
影
響
を
受
け
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
隠
さ
れ
た
の
か
、
重
要

な
側
面
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
広
報
と
隠
蔽
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
に

迫
っ
た
貴
重
な
研
究
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
文
化
冷
戦
」
は
、
米
政
府
の
視
点
か
ら
す
れ
ば
、

と
り
わ
け
日
本
に
対
し
て
は
大
い
に
影
響
を
与
え
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
政
治
的
に
は
、
親
米
政
権
の
発
足
・
存
続
、
そ
し
て
軍
事

的
・
政
治
的
そ
し
て
社
会
的
反
共
政
策
を
推
進
さ
せ
た
。
科
学
・
技

術
的
に
は
、核
の
民
生
利
用
を
推
進
す
る
こ
と
に
積
極
的
な
科
学
者
・

技
術
者
と
の
人
脈
づ
く
り
に
成
功
し
、
原
爆
や
ビ
キ
ニ
水
爆
被
災
に

お
け
る
被
ば
く
問
題
の
追
及
を
抑
え
込
ん
だ
の
で
あ
る
。

冷
戦
が
終
結
し
た
現
在
も
、「
対
テ
ロ
戦
争
」、「
核
抑
止
論
」、「
新

米
政
権
」
を
支
え
る
「
文
化
冷
戦
」
は
続
い
て
い
る
と
思
う
。
本
書

が
解
明
し
た
「
文
化
冷
戦
」
は
歴
史
的
考
察
で
あ
る
と
同
時
に
、
現

在
を
考
え
る
際
に
も
大
変
示
唆
に
富
ん
で
お
り
、
ぜ
ひ
幅
広
く
読
ん

で
ほ
し
い
著
書
で
あ
る
。


